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V207b 木曽観測所次世代広視野カメラ (KWFC)の開発 (III)
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東京大学木曽観測所では 105cm シュミット望遠鏡の次期共同利用観測装置として Kiso Wide Field Cam-
era(KWFC)の開発を行っている。KWFCはシュミット望遠鏡の主焦点面を計 8kx8kピクセルの CCDで覆う
ことで 2°x2°の広視野を実現する。2012年 4月より木曽観測所共同利用に公開する。
KWFCはハードウエアの大部分の開発を完了しており、現在、実践的な試験観測を通して性能評価を進めてい

る。8枚の 2kx4kCCDと独自の読み出し回路 (KAC)からなる検出器系は、望遠鏡搭載時でも低ノイズ、高安定
で動作することが確認された。また、CCDデュアの窓材と併用するフィールドフラットナレンズにより、視野の
全域で平坦な画像が得られている。KWFCは 12枚の大型フィルタを格納できるマガジンとそれらを焦点部へ輸
送するロボットアームを搭載している。このフィルタ交換機構も姿勢に関わらず交換時間 60秒で安定に動作する
ことが確認された。本講演では、これらKWFCの評価結果を報告する。
KWFCは 2012年度から遠隔操作による大規模サーベイ観測を開始する予定である。現在、遠隔観測を支援す

る情報管理システムを構築している。データベースとセンサ群からなるこのシステムにより、気象情報や機器情
報を遠隔地から閲覧できるだけでなく、気象条件の悪化に対する自動処理や、観測天体リストを基にした自動観
測の実行も可能になる。また、観測データを逐次処理する解析パイプラインの開発も進めている。本講演ではこ
れらKWFCの遠隔観測支援システムの詳細についても紹介する。


